
内容：

時間による流量・流速の変化がない定常流体の挙
動を記述するモデルである定常Navier-Stokes方程
式に関心をもち，現在は本方程式の適切性（＝与え
られた外力に対する解の存在性，一意性，ならびに
連続依存性）および非適切性の成否に関して，解
（流体の速度場）と外力の属する関数空間を用いた
詳細な場合分けを行うことを目標として研究を行っ
ている．

2次元全空間の場合においては，本方程式の解析
は極めて難しい（Stokesのパラドクスと呼ばれる現
象に由来する）．ただし特解（例：一様流，対称流，
回転流）周辺での適切性，および自明解（ゼロ解）
周辺での非適切性については僅少ながら先行研究
が存在する．そこでこれらを基に適切性・非適切性
の両面で条件の一般化を図り, 未だ研究の少ない2
次元全空間での体系的な解析手法の構築を目指す．
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コンタクト不良

Stationary Navier-Stokes equations:

�−Δ𝒖𝒖 + (𝒖𝒖 ⋅ 𝛁𝛁)𝒖𝒖 + 𝛁𝛁𝑝𝑝 = 𝒇𝒇
div 𝒖𝒖 = 0

(E)

𝒖𝒖: flow velocity, 𝑝𝑝: pressure ← unknown
𝒇𝒇: external force ← given
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